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性別 年齢 疾患・副作用情報 治療中の疾患 薬剤名 投与量 用法 薬剤名 投与量 用法

アバプロ錠 100mg 朝食後 アバプロ錠 50mg 朝食後

ジェニナック錠200mg 2錠 朝食後 メイアクトＭＳ100 3錠 毎食後

パキシル錠 10mg 夕食後 中止

ラミクタール 400mg 朝夕食後 ラミクタール 400mg 朝夕食後

バルプロ酸ＮａＳＲ 400mg バルプロ酸ＮａＳＲ 200mg

アレグラ錠 120mg 朝夕食後 中止

内科系薬5種 内科系薬5種

アドナ錠 30mg 毎食後 中止

カソデックス錠 80mg 朝食後 変更なし

ジェニナック錠 200mg 朝食後 フロモックス錠 300mg 毎食後

セレコックス錠100mg ２T 朝夕食後 変更なし

メバリッチ錠10mg １T 夕食後 中止

内科系薬3種類

ワーファリン１ｍｇ 3Ｔ 朝食後 イグザレルト錠 １０ｍｇ 朝食後３日分

リリカｶﾌﾟｾﾙ７５ｍｇ ２C 朝夕食後 中止

ムコスタ錠100mg ２T 朝夕食後 中止

ムコスタ100mg ３T 毎食後 両薬剤中止

ロキソニン錠 ３T

ロキソニン錠６０ｍｇ 中止

ムコスタ１００ｍｇ

タガメット４００ｍｇ ２Ｔ 朝夕食後 タガメット４００ｍｇ 2Ｔ 朝夕食後
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薬剤管理指導70歳

2013/8/31

重複投与

薬剤管理指導 患者の訴え

薬剤減量 2013/8/21

お薬手帳

70歳 2013/6/16薬剤管理指導

併用禁忌

薬剤変更

薬剤中止

薬剤中止お薬手帳

同種同効薬

重複

女性 34歳 処方箋

報告日

67歳

担当薬剤師

10

男性 70歳

女性

8

9

女性 40歳

同種同効薬

重複

男性 70歳

他医院で頭痛の為ＳＧ顆粒とロブ錠が処方されていたが、今回肘痛でセレコックス処方。疑義照会後、セレコックスを優先するように指示があり、ＳＧ顆粒とロブ錠は服用中止となる。

薬剤管理指導 2013/7/1

7

男性 70歳

３０歳

お薬手帳

2013/7/13薬剤管理指導

薬剤変更

2013/6/13

2013/8/19

併用薬を

中止

患者さんとの話の中で以前同じニューキノロンのアベロックスを飲んだ時吐いて気分が悪くなったとの話を聞いて、疑義照会する。別の種類の抗生剤に変更。その後患者さんに連絡し問題なく飲んでいると

確認

2013/3/22薬剤管理指導

扁桃炎

その他の

副作用

男性 70歳

メパリッチが処方されていたが、他医院でリピトール錠10mgの処方あり。作用重複。副作用発現の可能性あるため、疑義照会後メバリッチ中止

薬剤管理指導

処方箋・お薬手

帳・患者からの

訴え

薬剤中止

併用薬を

中止

同種同効薬

重複

患者の訴え　・

薬歴

他医院からの紹介で受診。前回カソデックス処方時に、他院からの処方薬のエストラサイトｶﾌﾟｾﾙは中止しておくように担当医より指示あり。今回の投薬時に確認した所、患者本人が、前回の担当医指示を

把握しておらず、その後も他院からの処方薬エストラサイトｶﾌﾟｾﾙを服用継続していることが判明、疑義照会後他院の薬を中止するよう再度説明。

情報提供後

の変更事由

処方箋

・患者の訴え

同種同効薬

重複

調剤

女性 27歳 急性副鼻腔炎

お薬手帳

Ｎｏ

情報提供前 情報提供後患者情報 報告に関する患者追加情報

お薬手帳・

医薬品情報

誤転記・誤処方

バルプロ酸ＮａＳＲの併用時はラミクタール200mgまでとされている。疑義照会にてバルプロ酸Ｎａは漸減し、徐々に中止予定となる。バルプロ酸Ｎａによる代謝阻害でラミクタールが過量となる可能性を防げ

たと思われる。

情報発端

原因・疑義照会

内容

薬剤中止

調剤・

薬剤管理指導

3

ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病

整形と神経内科にかかっているとのこと。お薬手帳に処方歴の記録あるも、神経内科の最終歴は2か月前で、手帳を見た心療内科医は神経内科医の処方（パキシルＣＲ）に気づかなかった。パキシルＣＲ

12.5mgとパキシル10mgの重複投与を回避した。お薬手帳の重要性を感じた。

2013/5/2

1

他医院より紹介状を持参して受診され、処方医は紹介状通りＤＯ処方で、患者本人にも薬は変えないこと説明。服薬指導においてお薬手帳と患者本人のシートの色が違うとの訴えにより、疑義照会のうえ変

更

2

一か月程前に他科でジェニナックを服用して、顔が腫れて赤くなりかゆみがでたとの事だった。薬剤を見て発覚したため、疑義照会後変更となった。

抗ガン剤による皮膚症状の診察で皮膚科に受診の際に抗アレルギー剤ザイザルが処方されていたと事をお薬手帳により確認。患者本人からの聞き取りで服用中のアレグラ錠を中止するように言われてい

たことも判明し、疑義照会後、当該薬剤は削除となった。

女性

薬剤変更男性

4

その他の

副作用

6

入院時に他医院(眼科）処方の持ち込み分を一緒に服用してあった薬剤が退院後も処方されてしまった。手帳にてすでに退院後受診され、当該薬剤は元の病院から処方されていることを確認し疑義照会す

ることになった。

5

薬剤管理指導 重複投与

女性 2013/5/8

11

Ⅹａ因子阻害剤「イグザレルト」から以前使っていた「ワーファリン」に切り替えになった事例（副作用による変更ではない）で、添付文書上の「血液凝固機能検査の値が治域の下限を超えるまではワーファリ

ンと併用する事・・以下略」の内容から疑義照会、中止薬剤の「イグザレルト」を３日間だけ並行して使用することになり、当該薬剤の追加指示となった。

薬剤管理指導 薬歴 適正使用 薬剤追加 2013/8/14

12

男性 71歳 お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2013/3/13

他科にてガバペン200mg9条分3回、リリカカプセル75mg分１就寝前、トリプタノール錠25mg3錠分１就寝前処方、今回応需先よりリリカカプセル75mg分２で処方、リリカカプセルの用量は適応範囲内だが、高

齢であるため他科併用薬との相互作用の関係が懸念されるため、併用していいか疑義照会後中止

13

女性 69歳 お薬手帳

同種同効薬

重複

薬剤中止 2013/3/14

応需先よりムコスタ１００ｍｇ処方、かかりつけ医よりアランタＳＦ錠100mg３T分３にて処方あり、疑義照会によりムコスタ中止

14

女性 74歳 お薬手帳

同種同効薬

重複

薬剤中止 2013/3/27

応需先よりムコスタ１００ｍｇ、ロキソニン錠60mg処方、かかりつけ医よりセレコックス錠100mg２T朝夕食後、プロマックＤ75mg２T朝食後・就寝前にて処方あり、疑義照会によりムコスタ・ロキソニン中止

15

女性 62歳

医薬品情報提

供による患者

の訴え・相談

特殊な状況

腎機能低下

薬剤中止 2013/5/8

応対時にＣＬ値が２．２であることが判明、ＤＲも診察時の薬は飲まないほうが良いかもしれないという発言あり、正確な体重は不明だったが、ＣＬｃｒ値を計算したところ、腎機能低下である事確定、ＤＲに再確

認し中止となった。

16

男性 ７７歳 お薬手帳

同種同効薬

重複

併用薬を

中止

2013/5/18

胃腸科にてパリエット１０ｍｇ、逆流性食道炎治療として処方中、整形外科にてタガメット400mg【石灰沈着予防目的）処方、タガメット中止困難なため、胃腸科へパリエットとの併用もしくは、パリエット中止を確

認しタガメット服用中はパリエット休薬となる。



性別 年齢 疾患・副作用情報 治療中の疾患 薬剤名 投与量 用法 薬剤名 投与量 用法

報告日担当薬剤師

情報提供後

の変更事由

Ｎｏ

情報提供前 情報提供後患者情報 報告に関する患者追加情報

情報発端

原因・疑義照会

内容

ハルシオン0.25mg 0.5T 就寝前 中止

メプラゾル10mg １T

メチコバール錠500 ３T 毎食後 中止

リマルモン錠５ｕｇ 中止

メコバマイド錠500 中止

リリカｶﾌﾟｾﾙ75mg ２C 朝夕食後

リマルモン錠５ｕｇ ３Ｔ 毎食後 中止

ﾋﾟﾛﾘ菌除菌3剤

ﾛｷｿﾆﾝ･ﾑｺｽﾀ

17

女性 ７９歳

お薬手帳・

患者の訴え

併用禁忌・

同種同効薬重

複

薬剤中止 2013/5/22

内科にてハルシオン0.25mg0･5T、脳神経外科にてオメプラゾール10mg錠服用中、昨日他の病院で薬をもらったが、その時手帳を持って行ってなかったので、飲み合わせを見てほしいと相談の為来局、他科

にてフロリードゲル経口用、パリエット10mg処方確認、フロリード経口用使用中はハルシオンを中止、パリエット錠10mg服用中はオメプラゾール10mg休薬指示。パリエット終了後はオメプラ再開、眠れないと

きは相談

19

女性 68歳

18

女性 76歳 お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2013/6/10

応需先よりメチコバール錠500ｕｇ処方、他科にてメコバラミン錠500ｕｇ処方あり、次回受診時まで十分手持ちがあるため処方中止を依頼し中止となる。

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2013/6/10

応需先よりリマルモン錠が処方されたが、他科にてオパプロスモン処方あり、次回受診時まで十分手持ちあるため処方中止依頼し中止となる。

20

男性 73歳 お薬手帳 重複投与

薬剤中止・

薬剤追加

2013/7/29

応需先にてメコバマイド錠500処方、他科にてメチクール錠５００処方を手帳にて確認、疑義照会し中止となる。また前回まで処方のリリカカプセルが中止だが、本人中止を把握していないため、合わせて疑義

照会し、リリカカプセル75mgは継続となる。

22

男性 73歳 椎間板ﾍﾙﾆｱ

21

男性 73歳

2013/7/3

6月28日Ｓ病院にてサワシリン250mg、クラリス200mg、パリエット10mg、3剤併用療法、応需先病院にて術後痛み緩和の為5/31からロキソニン、ムコスタ３T毎食後継続服用、応需先病院の薬剤を優先してお

り、Ｓ病院処方分は自己中断。除菌が必要であることと、患者の自己判断であるため、Ｓ病院へ今後の服用指示確認、ロキソニン・ムコスタを一緒に服用していいので、必ず除菌剤服用するようにとの回答

お薬手帳 重複投与 薬剤中止 2013/7/10

応需先よりリマルモンが6/28に14日分処方その際は手帳がなく、他科処方確認できず、今回7/10来局時に手帳確認、同種同効薬のオプチラン服用中であることが判明。また、手術の為リマルモンは7/22以

降休薬との事で処方日数調整されているが、他科オプチランに関しては指示がないので疑義照会、リマルモンは処方中止となり、オプチランは7/22以降は服用しないように指導するように依頼有。

一緒に服用する

よう指示有

お薬手帳


